
豊川市。
都市計画マスタープランに
は、様々なところに“みんな
で”と表記されている。市の
中枢を担う庁舎でも、みん
なでまちづくりをするとい
う視点から、施設の在り方
を議論すべき。

第２回安城市庁舎整備審議会が令和７年４月１４日（月）に安城市役所本庁舎

で開催されました。庁舎整備Newsでは、審議の内容をお伝えします。
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第２回審議会では、 「庁舎整備の基本方

針（案）」 及び「庁舎の整備手法及び規模」

を議題として審議いただき、各委員から

様々な意見をいただきました。

方針案のうち「市民に親
しまれる」は目的であり、
その他は手段である。
「市民に親しまれる庁
舎」は、理念として検討
すべき。

現庁舎が抱える課題だけではなく、市民・来庁者・職員アン
ケート調査結果、社会変容、上位・関連計画等を踏まえて整理
した４つの基本方針（案）について審議いただきました。また、
今後の整備の方向性として、庁舎の基本機能についても併せ
て説明し、意見を伺いました。
いただいた意見を参考に、引き続き検討していきます。

○委員からの主な意見
「誰もが利用しやすい」
とあるが、市民や来庁
者にとっての使いやす
さと職員にとっての使
いやすさは異なるので、
分けた方が理解しやす
いのでは。

議題（１） 庁舎整備の基本方針（案）

審議会に諮った４つの基本方針（案）

１ 災害に強い庁舎

２ 誰もが利用しやすい庁舎

３ 環境にやさしい庁舎

４ 市民に親しまれる庁舎

議題（２） 庁舎の整備手法及び規模

総務省の基準や類似規模自治体における新庁舎建設事例の
職員一人当たり面積の平均値等を基に、庁舎の概算面積を算
定した上で、「建替え」、「本庁舎建替え＋北庁舎改修」、「本庁
舎、北庁舎改修＋増築」について、右表の指標に基づき比較評
価を行いました。検討の結果、「建替え」及びおおよその規模の
考え方について、了承いただきました。
今後は、DXの推進や職員の働き方を考慮した面積の合理化
や、庁舎に必要な機能及び財政面など、様々な視点から検討し
ていきます。

○委員からの主な意見
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建替え案について
は、一括建替えと順
次建替えの場合を
並行して検討する必
要があると思う。

分散化している庁舎をまとめて適

正な規模で整備したほうが、使い勝

手が良いので、建替えで良いと思う。

長く使用する施設
であり、将来世代に
も負担してもらう
べき。

評価指標

災害時の構造体の安全性、業務の継続性

老朽化・分散化・狭あい化の解消

ユニバーサルデザインへの対応

環境への配慮

空間の自由度

工事費（当初、保全、累計）

この機会に市の組
織の在り方や職員
の働き方について
議論すべき。

庁舎は、職員が快適
に効率良く仕事がで
きる場所であるべき。
それが市民サービス
に直結し 、市民に
とっての使いやすさ
につながる。

審議会の概要


